
附
則
第
二
条
第
二
項
の
表
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
の
項
を
削
り
、
同
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日

一

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
（
原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の

振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
第

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
指
定
に
関
す

る
こ
と
。

二

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
計
画
（
原
子
力
発

電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
四
条
に
規
定
す

る
も
の
を
い
う
。）の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

三

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
に
係
る

関
係
行
政
機
関
の
事
務
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

附
則
第
四
条
の
二
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

総
務
大
臣

片
山

善
博

財
務
大
臣

野
田

佳
彦

文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

海
江
田
万
里

厚
生
労
働
大
臣

細
川

律
夫

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

野
田

佳
彦

国
土
交
通
大
臣

馬
淵

澄
夫

環
境
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

岡
崎
ト
ミ
子

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

平成™™年˜™月˜—日 金曜日 (号外第™�™号)官 報
法
律
第
七
十
号

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
条
本
文
中
「
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
た

だ
し
書
中
「
平
成
二
十
三
年
度
」
を
「
平
成
三
十
三
年
度
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て

障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

人

法
律
第
七
十
一
号

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お

い
て
障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に
お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
見
直

す
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
障
害
者
及
び
障
害
児
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
関
係
法
律
の
整
備
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
と
す
る
。

（
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
、
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
削
り
、「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一
条
の
二
」
に
、「
第
五
款

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
及
び
指
定
相
談
支
援
事
業
者
（
第
三
十
六
条
e

第
五

十
一
条
）」を
「
第
五
款

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
及
び
指
定
相
談
支
援
事
業

第
六
款

業
務
管
理
体
制
の
整
備
等
（
第
五
十
一
条
の
二
e

第
五
十
一
条
の
四
）

者
（
第
三
十
六
条
e

第
五
十
一
条
）」に
、「
第
四
節

補
装
具
費
の
支
給
（
第
七
十
六
条
）」を
「
第
四
節

補
装
具
費

第
五
節

高
額
障
害

の
支
給
（
第
七
十
六
条
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
の
支
給
（
第
七
十
六
条
の
二
）」に
、「
第
七
章

審
査
請
求
（
第
九
十
七
条
e

第
百
五
条
）」

を
「
第
七
章

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
の
障
害
者
自
立
支
援
法
関
係
業
務
（
第
九
十
六
条
の
二
e

第
九
十
六
条

第
八
章

審
査
請
求
（
第
九
十
七
条
e

第
百
五
条
）

の
四
）」に
、「
第
八
章
」
を
「
第
九
章
」
に
、「
第
百
六
条
」
を
「
第
百
五
条
の
二
」
に
、「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」
に

改
め
る
。

第
一
条
中
「
そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
、」を
削
る
。

第
二
条
第
一
項
第
一
号
中
「
そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
、」を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

必
要
な
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
提
供
体
制
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
三
条
中
「
そ
の
有
す
る
能
力
及
び
適
性
に
応
じ
、」を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
精
神
障
害
者
（
」
の
下
に
「
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第

二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
を
含
み
、」を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
重
度
訪
問
介
護
」
の
下
に
「
、
同
行
援
護
」
を
加
え
、
同
条
中
第
二
十
二
項
を
第
二
十
三
項

と
し
、
第
四
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
同
行
援
護
」
と
は
、
視
覚
障
害
に
よ
り
、
移
動
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
障
害
者
等
に

つ
き
、
外
出
時
に
お
い
て
、
当
該
障
害
者
等
に
同
行
し
、
移
動
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
移
動
の

援
護
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
便
宜
を
供
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

第
六
条
中
「
、
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
削
り
、「
及
び
補
装
具
費
」
を
「
、
補
装
具
費
及
び
高
額
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
」
に
改
め
る
。

第
二
章
第
二
節
の
節
名
中
「
、
高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
削
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

同
行
援
護

第
二
十
九
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

介
護
給
付
費
又
は
訓
練
等
給
付
費
の
額
は
、
一
月
に
つ
き
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を

控
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

一

同
一
の
月
に
受
け
た
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
通
常
要
す
る
費
用
（
特
定
費
用
を
除
く
。）に
つ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に

よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
し
た
費
用
（
特
定
費
用
を

除
く
。）の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
し
た
費
用
の
額
）
を
合
計
し
た

額
二

当
該
支
給
決
定
障
害
者
等
の
家
計
の
負
担
能
力
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
政
令
で
定
め
る
額
（
当
該
政

令
で
定
め
る
額
が
前
号
に
掲
げ
る
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
相
当
す
る
額
）

第
二
十
九
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中「
第
三
項
」

を
「
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
中
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
第
九
項
を
第
八
項

と
す
る
。
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